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 著者の一人石橋が海底=Lの 化學研究に着手 しナこのは昭和10年(1935)で あつた.研 究試料は昭

和2用3年 に亘 り當時の測量艦「潔洲L!により探取 された南大描こ洋の深海底土であ り,そ の研究成

果は石橋及び協力者原田の名1こ於て昭和12年(1937)4月4日 の日本化學合第58回 年會(東 京)で

褒表 した1).之 が この種の海底土の化學研究 に關する本邦における最初の蔽告である.ま もな

く石橋は研究封象を汀土(淺 海底土ないし干鴻土)に韓 じ,汀 土の化學組成の決定並びに夫に封

する海水 中の微量ない し稀有元素の吸茄の治息を]Lめ ることを日的 とした.け だ し1〕aの よう

な放射性元素を始め或 る種の微量ないし稀有元素が興味ある機作を以て汀土に吸着 されている

であろ うことを豫想す ると共に,果 して然 りとすれば,夫 等の生燭媒的機能による汀土の呈す

べき肥効性をも推想したか らである.

 この推想は三井榮長氏の賛同により,昭 和14年,朝 鮒不 二興業株式會敵の西鮮農場 の稻作試

験田で大規模に試験せ る結果,見 事 に的中したのであつて,粗 のli¥牧は7～8%で あり,藁 の夫

は約20%に 達 したのである.石 橋等は,こ の干潟土の化學組成を求 めたのであるが,Raが 一

般陸土に比 して多量なばかbで な く,Kの 含有量 もK20と して約3%除 を示 し,從 つて普通

の陸土の15～30倍 量に及び2>,且 つRbの 極微量3)を も含む ことを知 り得 た.之 等の事實 を認

めた石橋は,當 時の朝鮮総督府の後援により同牟島の主要滑岸の多種の干潟 土を入手 し,そ の

化學組成の決定に手跨 したのであり,夫 等は上田俊三學士の協力を得て一懸 の絡 了をみるに至

つた.因 みに朝鮮の干潟土は加里に封する無謎藏の一大新資源であるといえる.

 而して當時は今次の職孚の只中にあ り,身 邊寧 日なく,日 本内地の汀土を調査する暇を殆 ど

もちえなかつたのであるが,然 し此の種の研究を全然中絶 したのではな く,其 の岡今 日迄1こあ

げられた本邦各地海岸の汀土に關する研究成果は,上 田學士 との共同研究に於て別 に報告 する

筈である.今 藪に報告するものは,上 田學士の捲営實験に並行 して森井が1脅1;llして得た實瞼成

果であ り,試 料の採取は術画片的であ り,組 織的でないが,夫 に爺 る道順 として豫報的に報告

する次第である.分 析 も普通元素に封するに止め,重 要な目的である微量ないし稀元素に就て

は,都 合上後 日にゆすることにした.

              試料 及び零量 分析法

 各試料の外槻歌態は等 しくないが,そ れ等に封し下記要領 によ り定量分析 を行い,化 學成分

の百分組成を求めた.土 の系統的定量法は著者等の教室の猫自性を包含する.

 試料の虞理:試 料約209を 室氣中で乾燥 させ,磁 製及びメノF乳 誌にて逐次充分磨陣し,悉

                   (106)
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く100mesh飾 を通 る程度の微細粉にした ものを出獲試料にした.

 乾燥減量:上 記の風乾試料約19を 精確に秤量罎中に秤取し,105.～110℃1こ 於に殆ど恒量 と

なし,そ の減量を原風乾試料に封する百分率 として求めた.

 灼熱減量:上 記乾燥(105。～110℃)の 試料約1gを 精確に白金増塙中に秤取 し,灼 熱 して恒量

となし,そ の減量を此 の乾燥試料に封する百分率 として求めた.

 定量分析:定 量分析 には何れも105。～11()'C乾燥試料 を使用 した.各 元素の定量法は既報の

報文 にゆす り,な お系統的分析法の概親の表示をも省略 した.

              分 析 敷 値 及 び そ の 考 案

 試料1は,千 葉縣船僑市の遠淺海岸の干潟=ヒにして昭和23和6月20日 探取,平 野馨氏の寄贈

によるもの.外 親は黒友色にして細粉土,少 景の貝殼破片の混在するを認めた.

 試料2は,廣 島市仁保町字向洋の遠淺海岸の,大 田川支流猿猴川の河口附近の干濡土.次 褐

黒色の土塊 廣島名産の蠣,海 苔の養殖場の附近にして泥粘膝を波する状況にあるもの・昭和

22年12月10日 採取,森 元良雄氏の寄貝曾による.

 試料3(A)及 び3(B)は,廣 島縣臭港内の離島(二子島)附近の海土にして,前 者は友白色,

小礫含有,後 者は友黒色の=1:=塊であり,何 れ も昭和21年11月8rl探 取 され,小 岩健氏並びに呉

船渠の大桑技術部長の寄贈になる.

 試料4は,富 山縣新湊町海岸,庄 川の支流中川の河 口より約100mの 位置の干潟土にして,

表面 より約30cm前 後までのものの混合物であ り,昭 和19年10月5日 森井ふじにより採取 され

               分   析   数   値

    試 料 番 號1・1・i・(・) …) ・

   乾   燥   減   量      1.88%      4.91%      1.70%      5.10%      2.52%

   灼 熱 減 量 内 、8戯35・6・ ・6 5・・7 ・7・57 6・36

      Fe20.e         7.77%     7.40%     4.15%     8.98%     5.97%

      Al203       15.45    18.46    11.21    ・17.52     11.97

      MnO             O.05       痕 跡        O.Ol        O。02        0.06

      CaO          4.52     2.70     2.01     3。38      1.42

      MgO       O.96    0.44    2.12    〔).72    1.58

      Na20   '        2.34        1ユ2        3,66        1.98        2.75

      K20        1.36     1.76    3.51    2.88     2.01

      SiO2          62.80     51.15     66.82      45.04      71.50

      SO3          痕 跡       一       〇.32      0.38      1.17

      P205        痕 跡     痕 跡      0ユ6     〔}.05      0.34

      CO2         -      一      一       一       _

      Cl          O.32     0.40     0.05     1.30     0.45

      N               O,44        0.07       0.85        0.41        0.60

    C1に 當 量 の0    -O.15    -0.20    -0.02    -0.39    -O.23

     合 計 1・ ・…91・9・46[・9・93[9・ ・931・9・ ・9
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た荻 白色 の細 粉 土 で あ る.

 上 掲 の 分 析数 値 は 朝 鮮 の 干 濡 土 の夫 に類 似 し,從 つ て之 等 の汀 土,海 上 の呈 す べ き肥 効 性 を

次 の如 き要 因 の も とに充 分 に想 見 し うる と思 わ れ る、

 1)汀 土 の 有 す る放 射 能 の,植 物(作 物)の 毛 根 に封 す る生 理 作用 並 び に土 壌 中 の 肥 料 分 成 の

肥 効 度 の 向 上 及 び有 用 微生 物 め 活動 を促 進 す るは た ら き.

 2)汀 土 それ 自盟 中 に含 む か 叉 は海 水 に よ り汀 圭に 吸 着 した 或 る種 の極 微 丑 の 諸 元 素(Rb,

M11,… … 等)が1)と 類 似 の作 用 を呈 す る効果.

 3)汀 七中 のK,N, P, Fe, SiOL)等 の普 通 肥料 と して の イ∫効 威分 の 効 果 と,雨 水 灌 概 水 等

に よ り流 出 し難 い こ とに基 す く肥効 性 の 持績 的効 果.

 4)汀 土 の膠 質 物 が 水 田 叉 は 田畑 に加 わ る こ とに よ り,水 田 や畑 地 の 膠 質 肌 態,即 ち物 理 化

學 的 性質 を著 し く改 善 して 土壌 の 保水 力,保 濃 力,通 氣 力,養 分 保持 力 等 を高 め土 擾 微生 物 の

活動 を促 進 す る こ と等,主 と して土地 改 良 に)/'jする効 果.

 以 上 の諸 因 解 明 に就 て は,も と よ り寧 ろ今 後 の 研究 に待 っ べ き もの が 多 い 。切 に 同學 諸 彦 の

高教 援 助 を希 う と共 に,本 研 究 の試 料 を恵 購 下 され た 雫野 碁 氏,森 元 良 雄 氏,小 岩 健 氏,大 桑

技 術 部 長 等 に各 々深 厚 な る謝 意 を表 す る次 第 で あ る.

                 女     献

 1)石 橋稚義,原 田保男:日 本 死學會58回 年會(1937);日 化,49(1938),569

2)石 橋雅義:日 本農化,16(1940),245;17(1941),67

3)石 橋雅 養,上 田俊三:そ の一部は 日本化學 會で報告 したが,未 印刷 であ る.

              (日召 禾0 24 年 3 月 14 日 受 …里)

      界 面 電 氣 の 研 究(第4報)

         界面 の機械 的振動 に より畿 生す る交流 に

        封 す る界面 に加 え られた直流電塵 の影響

           Study on Surface Electricity. IV

          上 田静男 ・辻 輻 壽 ・渡 邊 昌

           Shizuo Ueda, Fukuju Tsuji and Akira Watanabe

 既 に報 告 した よ うに水 銀 一 電 解質溶 液 界 面 を機 械 的 に振 動 させ る とそれ と同周 波 数 同波 形 の

交流 が 取 り出 され る.こ の 効 果 は電 氣 毛 管 曲線 に關 す る 】・iPpmalmの 式

                   (108)


